
日時　    　 2024年11月11日(月）19:30-20:40

会場　　　　　   住友商事本社 会議室、オンライン

出席チーム 下記参照

欠席チーム なし

議事録 阪和興業/米山、上田

1 はじめに 役員会

2 リーグ戦の進捗状況、振り返り 住友商事 豊田通商

3 まとめ 伊藤忠商事 日鉄物産

兼松 阪和興業

JFE商事 三井物産

双日

①

①

①

①

①

＜内容＞

1. はじめに

役員会/高柳 本日のアジェンダについて説明を行う。

2.リーグ戦の進捗状況、振り返り

住友商事/蒔田 試合結果の共有（下記記載）

1部2部ともに50%の試合を消化。試合結果は下記の通り。

伊藤忠商事/山田 順位は1位だが、人数ギリギリの状況もあり厳しい状況ではある。

その中でも人数は集まっているので引き続き頑張っていきたい。

双日/中井 10月末時点で、勝ち点ゼロ、得点もとれておらずチームにて話し合い必要、残り二試合勝ち点とれるよう努める。

兼松/曽根原 今年度から2部リーグだが、失点もなく試合できており、チームとしては調子が良い。

人集めも何とかこなせているので引き続き頑張っていきたい。

日鉄物産/川上 リーグ開幕前は1年目も集まり期待値高かったが、勝ち点3、得失点差▲18、失点20の状況。

最後1試合は気合入れて頑張らないといけない。

2.主幹事より各種報告事項

住友商事/小山 第3回不可日申請に関しては各社不備無し。不可日に関しては三井物産・双日・豊田通商の日程を踏まえ試合日程を調整予定。

メーリングリスト初回登録については全チーム不備無しにてアップデート済み。

3．MC報告について

JFE商事/野村 MC報告について下記の通り報告。

役員会/高柳 住友商事 10月12日・26日の2回不備あったが、JFE商事からの指摘はあったのか。

JFE商事/野村 第2営業日13時までに指摘を実施。

住友商事/小山 住友商事にて担当者が異なった中で、情報共有が不足した。反省している。

役員会/高柳 JFE商事の仕事が増えてしまうことに繋がる。今一度、チーム内にて情報共有を徹底すること。

5．チームデータ更新について

豊田通商/中川 双日は期限内に更新不備無し、住友商事はフォーマット違いにより3点。

役員会/高柳 チームデータ更新はカップ戦にもかかわるため引き続き注意必要。次回は12月6日期限。

高柳、辻村、筒井(途中参加)

2024年度商社リーグ　第3回代表者会議　議事録

議題 出席者

小山、中村 中川、久村（オンライン）

山田、佐藤 川上、小坂

曽根原 上田、米山

野村 矢坂、八代

中井

1 対応事項 内容 期日/担当

チームデータ更新について チームデータ更新の必要あるチームは書類を提出 12月6日（金）まで

2 決定事項 内容 期日/担当

3 情報共有及び注意喚起事項 内容 期日/担当

練習日程の共有について 練習している各チームは詳細を展開。参加希望チームは主幹事へ連絡。 11月22日（金）目途

4 意見交換及び審議事項 内容 期日/担当

5 講義及びその他 内容 期日/担当



役員会/高柳 蜘蛛の巣グラフ、審判については双日、豊田通商の回数が多くなっている。

住友商事/小山 今後、試合が経過ことにより回数は均等になる予定。

役員会/高柳 グランドを抑えているが不可日と重なってしまっている点については練習試合を実施予定。

6．三井物産試合棄権について

三井物産/八坂 10月15日に日程が決定後人集めに努めたが、22日時点で3名のみ。

28日に追加調整できたのが1名のみにて棄権見込みであることを連絡。要因は連休による旅行、怪我による人数不足。

役員会/高柳 運営要綱通りの罰則。

対戦相手の伊藤忠商事よりコメントすること。

伊藤忠商事/山田 MCのみ派遣についてはチーム内で議論あり、部費より日当を出し対応。

役員会/高柳 棄権は他チームにも迷惑が掛かることを重々理解して臨んでほしい。

7．各チーム人数不足に関して

兼松/曾根原 昨年と同じ運用方法継続。今まで通りの運用を当たり前に行っていく。

役員会/辻村 年齢構成はどのようになっているか？

兼松/曾根原 年齢層は、若手よりも中堅社員（6年目～）が多く助かっている。また3年目も5人おり、1・2年目も含む若手も集まれており11人は集まる状況。

JFE商事/野村 ここ2、3年は人数集めに苦労しているが、辛うじて11、12名ほど今は集められている。対策としては特段なく、毎回の呼びかけに加え、

社内広報を通し社内のサッカー部のプレゼンスを上げていく。

役員会/高柳 全員グループ内のメンバーなのか、グループ外にもいるのか？

JFE商事/野村 助っ人もいるが、社内の固定メンバーは5名。

住友商事/小山 人数集めには苦労しており、対策としては前もって試合日程共有していく。集まらない時は個人に連絡し若干無理やりではあるが集められている。

チーム内の年次で言えば、若手が多くなっており今後も人材確保は意識的に行っていく。

役員会/高柳 都リーグには継続して参加しているのか？各リーグに参加する人の比率は？

住友商事/小山 基本同じメンバーで両リーグ参加しており、時期も違うのでうまくやりくりできている。

双日/中井 7・8年目の人材が抜けた分ををしっかり補充していく。日程のアナウンスを早めに行う事、若手中心に確保していく事を徹底している。

役員会/高柳 グループ外の枠を増やした場合、参加合計人数は増えるのか？

双日/中井 固定メンバーがどれだけ集められるかに結局懸かっているので変わらない、増えても2、3人の予想。

豊田通商/中川 グループ外で15、16名登録しているので、毎試合5名程は外部から呼んでいる。

若手社員の名古屋配属が多く近年は人数集めが厳しかったが、東京配属が増えてきて中心メンバーも30代から20代にシフトしている。

役員会/高柳 月２回のフットサル練習が影響してメンバーが増えているのか。

豊田通商/中川 チームの雰囲気が良くなりメンバーが増えてきた部分もある。キャプテンが小池さんになり住友商事との練習に参加するメンバ―も増えてきたのが

メンバ―も増えてきた要因の一つ。

日鉄物産/川上 1年目が5名入ったが20代後半メンバーが少なくなってしまったので毎試合ギリギリで集めている。中途社員にフォーカスして人材集めをしている。

役員会/高柳 中途社員が年齢を理由に参加しないことはないのか？

日鉄物産/川上 未だわからない部分もあるが、30代でもやる気ある方がいるので継続して声をかけていく。

阪和興業/上田 フットサル、飲み会などを開いて縦の関係性は築くことができている。参加率は依然として少ない為、実際試合をやる時に人数集まるかは不透明。

役員会/高柳 以前話していた日鉄物産との合同練習はやったのか？

阪和興業/上田 東陽町で開催した。社内でまたやりたいという声はある。

役員会/高柳 合同練習はいいと思っていて、各社企画してみるといいかもしれない。

住友商事/小山 毎週木曜日、東京体育館にて21時00分～22時30分、20名程度で練習実施。他社もウェルカム。

三井物産/八坂 現在練習はやっていない。メンバーが少なくなった事で集まる部費も少なくなり予算で練習代を出せなくなった。

伊藤忠商事/山田 代々木体育館で練習している。平日は普段一緒にやっている外部チームとしており、土曜は朝から社内メンバーでやっており他社もウェルカム。

役員会/高柳 会社間でコミュニケーション取れるとリーグにも参加したい人が増えるのではないか。

他社と合同練習参加したいというチームがあれば来週中くらいまでに主幹事（CC:役員会）へ連絡。

合同練習の斡旋で各社の人数不足を防げるのであれば、LINEの活用も視野にいれてコミュニケーション図れる様にする。

最後1チームずつ一言。

7．各チーム本日の会議を踏まえて一言ずつ

伊藤忠商事/山田 毎週土曜日に練習できているわけではなく熱量の維持が難しい状況。もう一度合同練習なりでモチベーションアップを行い

試合に臨んでいきたい。

兼松/曽根原 現状兼松としては練習できていない状況。合同練習は積極的に参加したい。

JFE商事/野村 フットサルを不定期で開催しているが人数集まっていないので、人数集めからやっていこうと思う。

合同練習はありがたいので、社内へ共有予定。

住友商事/小山 蜘蛛の巣グラフについて減点が多い状況。もう一度アンテナ高くやっていきたい。

チームの士気は高いので優勝に向けてチーム一丸となり頑張っていきたい。

双日/中井 上位2チームには食い込めない状況だが、残り試合を勝ちにいけるよう改めてチームのモチベーションを上げていく。

豊田通商/中川 チームとして大井町・蒲田の屋上で練習実施している。参加希望の方いたら連絡欲しい。

一昨日兼松に負けたことにより2敗の状況。これ以上は負けられないので頑張る。

日鉄物産/川上 大差で負けてしまうことで1年目が来なくなってしまう可能性あり。練習試合等で強化、試合に臨みたい。

阪和興業/上田 来年度出場に向けて引き続き社内ネットワーク構築、人集めに努めたい。

三井物産/八坂 改めて試合棄権の件は申し訳ないと思っている。コアメンバーとして非常に危機感を感じている。

部内で状況を周知、気を引き締めて臨みたい。

役員会/辻村 リーグとしても人数不足の問題は真剣に取り組んでいる。

要求に関しては引き続き声を上げてほしい。外部の増枠に関しては商社リーグの価値の視点もありすぐには増やせないが、

まずはチーム内で呼びかけを行い、まずは楽しんでサッカーできるよう社内へ発信をしてほしい。

以上


